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平成２７年度 産業建設部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

産業建設部長 

森 謙治 

●使命 

 私たち産業建設部は、錦海塩田跡地活用事業を推進するとともに市民

が安心して暮らすことができるよう、インフラの整備やブランドの推

進、産業の活性化を積極的に進めます。 

●基本方針 

①河川、高潮、住宅の耐震化等の防災対策事業を計画的に実施します。

②生活道路等の年次的な整備を促進します。③地域産業の活性化支援、

企業誘致を促進します。④地域特産品の開発及びブランド化、農林水産

業の基盤整備を推進します。 

⑤堤防、排水ポンプ等公共施設の管理責任を果たすとともに、安全で円

滑な事業実施を図ります。 

所 管 課 
建設課・産業振興課・錦海プロジェクト推

進課 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

３１人 ８人 ３９人 

一般会計 ２，６３９，０５６ 
千円 

特別会計 ４１１，９３９ 
千円 

計 ３，０５０，９９５ 
千円 

（うち人件費） （２７６，８０１ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

道路施設及び住宅

の老朽化対策の推

進 

道路管理者として、道路を常時良

好な状態に保つように維持、修繕

することが法令化されたことを受

け、5年に1回、橋梁点検を実施し

健全性の診断を行い、適正な管理

を進めます。 

また、住宅についても、住宅耐震

診断・補強計画、耐震工事を県キ

ャラバン隊による広報活動、並び

に広報誌による周知により事業推

進し、災害の未然防止や被害の軽

減を図ります。 

市道の橋梁583橋のうち、100

橋について法令点検を実施

します。 

 

住宅の耐震診断、補強計画、

補強工事に対する補助金を

交付します。 

（木造住宅） 

耐震診断22件 

補強計画22件 

補強工事5件 

12橋は点検済み。 

88橋は9月発注済み。 

 

 

 

 

 

 

診断6件交付決定済

み。診断1件交付済

み。 

計画1件交付決定済

み。 

12橋は点検済み。 

変更により89橋は点

検中。 

 

 

 

 

 

診断9件交付決定済

み。診断7件交付済

み。 

計画1件交付済み。 

本年度の目標数 100

橋に対し 100 橋点検

済み。 

 

 

 

 

 

診断 9 件交付決定済

み。 

診断 9件交付済み。 

計画 1件交付済み。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

生活道路等の整備 地域の活動や市民の生活に最も密

着する生活道路の維持補修や改修

整備などを促進し、安全安心な地

域づくりを推進していきます。ま

た、まちづくりに必要な道路の整

備を進めます。 

 

市道道路改良工事では、舗

装、修繕を含め20路線を実施

します。 

 

 

生活道路維持補修等では、要

望書に基づいた迅速な対応

と、要望に対する実施率60％

以上を目指します。 

 

 

豆田工業団地線の早期着手

を目指します。 

 

改良6件維持6件舗装

3件発注済み。 

改良6件維持3件舗装

2件しゅん工済み。 

 

要望に対し60％以上

対応済み。 

 

 

 

 

一部地権者の用地補

償交渉を推し進めて

いるが、相続問題で

足踏みをしている状

態。 

改良11件維持12件舗

装7件発注済み。 

改良8件維持10件舗

装5件しゅん工済み。 

 

要望に対し60％以上

対応済み。 

 

 

 

 

一部地権者の用地補

償交渉を推し進めて

いるが、相続問題で

足踏みをしている状

態。 

改良 10 件維持 15 件

舗装 8 件しゅん工済

み。 

 

 

要望に対し60％以上

対応済み。 

 

 

 

 

一部地権者の用地補

償交渉を推し進めて

いるが、相続問題で

足踏みをしている状

態。 

3 

企業誘致の促進 地域活性化策として、工業団地の

整備及び優良企業誘致活動を推進

します。 

 

開発面積の７割に相当する

4.7ｈａの造成工事の完成。 

 

約3ｈａの造成工事

が完了。 

約4ｈａの造成工事

が完了。 

約 4ｈａの造成工事

が完了。 

岡山県等関係事業所との連

携により、情報収集５社程度

及びセールスの実施。 

 

おかやま企業立地セ

ミナー（東京会場） 

に参加し、セールス

を実施。また、瀬戸

内市内に事業所があ

る企業１社を訪問

し、情報収集を実施。 

おかやま企業立地セ

ミナー（大阪会場） 

に参加し、セールス

を実施。また、瀬戸

内市内に事業所があ

る企業１社を訪問

し、情報収集を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

各種の企業から問い

合わせあり。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

商工業等の活性化 地元消費の拡大及び地域経済の活

性化を図ります。 

また、創業者等に対する支援を強

化します。 

プレミアム付き商品券の完

売及び利用期間内の全額消

費。（経済効果等の数値化） 

商品券は、8月に完

売。使用率は、約

70％。 

 

商 品 券 使 用 率

99.7 ％ 。 （ 総 額

370,840千円） 

商 品 券 使 用 率

99.7 ％ 。 （ 総 額

370,857千円） 

創業支援事業計画に基づき、

瀬戸内市商工会、岡山県産業

振興財団、金融機関との連携

による創業支援件数１４９

件、創業件数１８件。 

（各連携機関合計数値） 

 

6月に金融機関との

創業支援会議を開

催。 

8月に創業塾業務委

託契約を締結。 

1月から創業塾を開

催（全5回）。参加者

3名。 

1月から創業塾を開

催（全5回）。参加者

3名。 

利子補給制度等の適正な執

行による中小企業の支援。 

 

小口融資資金4件、中

小企業活性化資金17

件の利子補給を適正

に実施。 

小口融資資金4件、中

小企業活性化資金19

件の利子補給を適正

に実施。 

小口融資資金4件、ま

た企業活性化資金34

件（うち新規19件）

及び小規模事業者経

営改善資金17件に対

する利子補給を適正

に実施。 

 
  学校給食や市内飲食施設等 

における地元農林水産物の

消費量増加等を通じたヘル

シータウンの形成。 

 

補助事業実施者を公

募し、備前福岡の市

圏地産地消推進協議

会を採択。9月に交付

決定済み。 

11月及び1月に地元

農産物を学校給食に

供給するための体制

整備に係る実証試験

を実施。 

11月及び1月に実施

した実証試験結果の

評価に基づき、今後

の実施方針について

検討を行った。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

5 

観光対策等の強化 

 

 

 

 

観光施策と一体となった地域ブラ

ンド化を推進します。 

 

 

 

 

地域ブランド商品の対象品

目２品目の開発及び販路拡

大のための商談件数10件。 

 

２品の新商品を開発

中。販路拡大の商談

は補助申請４件中１

件実施済（募集中）。 

補助事業者の都合に

より新商品の開発は

中止。販路拡大の商

談は５件実施済。 

補助事業者の都合に

より商品開発は中

止。販路拡大の商談

は４社が８件実施。

地方創生事業で９品

目を磨き上げた。 

 

デスティネーションキャン

ペーンに向けて観光客の受

入体制整備の推進及び大都

市圏における誘客活動の実

施。 

市内でのＤＣ関係イ

ベントについて関係

者と調整中。東京（９

月）・大阪（７月）

で誘客活動を実施。 

実施イベント５件を

選定済。２月に観光

ＰＲ大使の委嘱を行

った。東京・大阪で

誘客活動を実施。 

芸人等４名へ観光Ｐ

Ｒ大使を委嘱。ＤＣ

用ガイドブック等Ｐ

Ｒ資材を作成・配布。

東京・大阪・福岡等

で誘客活動を実施。 

 

  観光関係施設30箇所への

Wi-Fi設置の支援。 

 

設置補助に関する要

綱を策定済。通信事

業者と１０月末に協

定を締結後、参加事

業者を募集予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信事業者と１０月

末に協定を締結後、

設置事業者を募集中

で、現在２０件の申

請を受付済。 

通信事業者と連携

し、市内に２５箇所

の Wi-Fi スポットを

整備。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

6 

農業をはじめとし

た地域産業の活性

化 

市内の耕作放棄地を復旧するとと

もに、新規就農者の確保とその支

援を行います。 

また、近年被害が増加している鳥

獣被害の防止を図るための対策を

強化します。 

国庫事業等を活用し、耕作放

棄地の年間活用面積を５ha

増加。 

 

耕作放棄地再生利用

緊急対策交付金を活

用し、1.5haの耕作放

棄地の再生作業を実

施中。 

耕作放棄地再生利用

緊急対策交付金を活

用し、1.6haの耕作放

棄地の再生作業を完

了又は実施中。 

耕作放棄地再生利用

緊急対策交付金を活

用し、2.1haの耕作放

棄地の再生作業を完

了。 

裳掛地区コミュニテ

ィ協議会において、

人を呼び込む耕作放

棄地の活用推進事業

により約3haの復旧

計画を検討中。 

裳掛地区コミュニテ

ィ協議会において、

人を呼び込む耕作放

棄地の活用推進事業

により約3haの復旧

を開始。 

裳掛地区コミュニテ

ィ協議会において、

人を呼び込む耕作放

棄地の活用推進事業

により約3.8haの復

旧を完了。 

関係機関との連携による、技

術取得のための研修、就農後

の経営支援等の実施。 

 

農業実務研修生３名

（うち新規１名）及

び経営開始した研修

生６名（うち新規１

名）を受入。 

農業実務研修生３名

（うち新規１名）及

び経営開始した研修

生６名（うち新規１

名）を受入。 

農業実務研修生３名

（うち新規１名）及

び経営開始した研修

生６名（うち新規１

名）を受入。 

瀬戸内市鳥獣被害防止対策

協議会及び鳥獣被害対策実

施隊の設置。 

来年度当初の立ち上

げを目指し他市の事

例を研究中。 

来年度当初の立ち上

げを目指し他市の事

例を研究中。 

来年度当初の立ち上

げを目指し設置要綱

を作成。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

7 

錦海塩田跡地の適

正な維持管理及び

跡地活用事業の円

滑な推進 

跡地については、水質検査（地下

水、放流水）を継続的に実施して

状況を監視していきます。 

排水ポンプについては、適正な維

持管理を行い、降雨時には適切に

排水ポンプを稼動することで、周

辺地域の浸水を防止します。 

また、排水ポンプ場周辺の老朽施

設については、計画的に撤去し、

安全確保を図ります。 

事業者が施工する工事について、

現場へ立ち入り、安全管理、公害

対策などの調査を行い、不適合な

施工に対する措置命令などの監督

処分権限を有する県と連携して、

安全で円滑な実施を図ります。 

 

年間を通じて適正な維持管

理を実施し、災害等を未然に

防止します。 

水質等の検査結果について

は、引き続き、地元関係者へ

周知します。 

 

老朽施設については、計画的

に撤去します。 

 

年間を通じて、住民生活に影

響のないよう工事の安全性

を確保し、円滑な実施を図り

ます。 

 

 

 

 

排水ポンプを適切に

稼動し、災害等を未

然に防止。 

放流水の水質検査を

毎月実施。地下水の

検査を7月に1回実

施。結果については、

関係者に周知。 

老朽施設について

は、9月に旧錦海塩業

プレハブ事務所解体

撤去工事契約を締

結。また、跡地内に

放置されていたFRP

船2隻を処分。 

市民から要望のあっ

た道路補修や雑木の

伐採について、事業

者と調整し、速やか

に対応した。 

排水ポンプを適切に

稼動し、災害等を未

然に防止。 

放流水の水質検査を

毎月実施。地下水の

検査を7月と1月に実

施。結果については、

関係者に周知。 

オリーブ園にある老

朽化したハングライ

ダー滑走台を撤去。 

市民から要望のあっ

た跡地水路内の雑木

を伐採及び水路の補

修を実施。 

日常点検をはじめ年

間を通じた適正な維

持管理を実施し、排

水ポンプを適切に稼

動し、災害等を未然

に防止。 

跡地の水質について

は、検査の結果特に

問題はなく、検査結

果も地元関係者に周

知。 

旧錦海塩業プレハブ

事務所やハングライ

ダー滑走台の撤去な

ど、老朽化施設につ

いては計画的に撤

去。 

市民からの要望やク

レームに対して、事

業者と調整し、工事

の安全性を確保し、

事業を円滑に実施。 

 

 


